
地球惑星環境学科 3，4 年生の皆さん 

 

新型コロナの感染防止策として，本学科では 2020 年度の S セメスターは，原則としてオン

ラインで講義・実習等を行うことになりました．ただし，講義と実習で異なる対応もあり

ますので，以下をよく読んで確認してください． 

 

問い合わせ窓口 

環境学科教務委員会＜chikyu-kyomu-wg@eps.s.u-tokyo.ac.jp＞ 

 

＊オンライン講義に関係する問い合せは，事務室教務係ではなく教務委員会にお願いします．

履修科目に関する相談は，アドバイザー教員にお願いします． 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

＜講義・実習・演習の共通方針＞ 

 4 月 16 日（木）まで，講義・実習・演習とも行いません．この間に，オンライン授業

の受講方法や注意事項（下記参照）をよく確認しておいてください． 

 特に対面形式での実習は開始が遅れ，7 月の休日や夏季休暇期間中に集中的に行う必要

が出てくる可能性があります．変則的な日程に対応できるようにしてください． 

 地球惑星環境学演習および地球惑星環境学特別研究（卒業研究）については，別途通

知します． 

 機器の接続テストを兼ねて，以下の要領でオンライン説明会を実施します．都合が付

かない人，接続環境が整わない人は，事前に教務委員会に連絡をしてください． 

日時：4 月 9 日（木） 14：00～（3 年生），15：00～（4 年生）  

対象：地球惑星環境学科 3，4 年生全員 

注意事項：Zoom を利用します．アドレスは，別途メールで連絡します． 

 

＜4 月 17 日（金）以降の講義＞ 

 原則的にすべての講義をリアルタイムのオンライン授業として行います．オンライン講

義は別紙 1 の第 1 週開始を予定していますが（学事歴の第 1 週ではなく，4/17 からを

第 1 週とします．注意してください），状況によっては変更する場合があります． 

 

＜4 月 17 日（金）以降の実習＞ 

 別紙 1 の第 4 週までは，オンラインでの実習（あるいは休講）とし，対面形式の実習

は行いません．対面形式での実習は別紙 1 の第 5 週開始を予定しています．ただし，今

後の状況次第では対面形式での実習の開始を遅らせる可能性もあり，その場合は教務

委員会から皆さんに通知します． 



 対面形式の実習を行う場合は，ガイドライン（別紙 2 参照）に従い十分な感染防止策

を講じた上で実施します． 

 実習が始まると，午前中はオンライン講義，午後は大学で対面形式の実習という場合

が想定されます．皆さんの通学時間を確保するため，2 限の終了時間が遅くならないこ

とと，午後の実習は 4-5 限（3 限は行わない）とするよう，担当教員にお願いしていま

す． 

 

＜夏季休業中に実施する巡検・調査＞ 

 日程は以下を予定しており，実施できるかどうかは教務委員会で随時検討します． 

 野外調査等については，4 月 9 日にオンラインでの説明を予定しています． 

地形地質調査法野外実習（城ヶ島） 5 月 29−31 日（延期の可能性あり） 

野外巡検 I・・・夏休みあるいは 7 月の土日等（2 泊 3 日） 

野外巡検 II・・・9 月 14-21 日（イタリア） 

野外調査 I・・・8 月 2-7 日 

野外調査 II・・・8 月 17 日-21 日 

野外調査 III・・・9 月 6-11 日 

国際研修 II・・・9 月 5-19 日 

研究倫理・・・開講時期は別途連絡します．他学科開講の研究倫理を受講することでも単

位は認められます． 

 

＜オンライン講義受講時の注意事項＞ 

 環境学科では，Zoom または Webex を用いて講義を行います．アプリのインストール

等，準備を行ってください．オンライン講義の受講方法については，“Web 会議ポータ

ルサイト@東京大学（https://utelecon.github.io/oc/）をよく読んでおいてください． 

 出席確認には，ITC-LMS の出席管理を使います．オンライン会議室の通知には，UTAS

（オンライン会議室の URL を掲載）を使います． 

 オンライン講義で使用する機器に接続できることを，事前に必ず確認してください．

事前テストは，前述の通り 4 月 9 日（木）14：00～ 行います． 

 Zoom または Webex に登録する際，ID あるいは登録名は「学籍番号＋日本語苗字」で

統一し，ニックネーム等は使用しないでください．教員が受講生を特定できるように

するためです． 

 Zoom 等を利用する際，ECCS クラウドメール（xxxx@g.ecc.u-tokyo.ac.jp）のアカウン

トでサインインしてください．授業・実習によっては，大学アカウントで認証されて

いるユーザーしか受講できない設定にする場合があります． 

 オンライン講義はライブ配信でのみ実施します．講義の時間に受講してください． 

 オンライン授業を録画したり，YouTube 等にアップしたりするような行為，オンライ



ン授業の URL を受講生以外に知らせたり SNS にアップしたりするような行為は一切

禁止します．また，受講時は音や映像が外部に漏れないよう注意してください．こう

した行為が発覚した場合，厳正に対処します． 

 オンライン講義の受講は，自宅を原則とします．ただし，ネット環境等の都合がある

場合は個別に相談してください． 



別紙 1 

 

 

 

  



別紙 2 

1. 実施前に検温を行い 37.5 度以上の発熱がある者、咳等の体調不良の症状がある者

は出席させない。その際、当該学生が不利にならないよう配慮する。 

2. 従来使用していた教室よりも広い施設の活用や学生を分散させるなどの方法によ

り、人と人との間隔を１メートル以上空ける。 

3. 人がよく触れるドアノブ等の消毒を行う。 

4. 可能な限り室内への出入口や窓を開放する。演習の前後には換気する。 

5. マスクの着用、咳やくしゃみが出る場合の咳エチケット，手洗いや手指の消毒，

座学部分を前倒して実施するなど、全体計画の中で工夫する。 

6. その他，各演習に準じた予防策を講じる。 

 


